


いわてＮＰＯ－ＮＥＴサポートとは・・・

岩手県北上市を中心に、市民参加型社会実現に向け、市民活動・地域
づくりのお手伝いを行う団体です。
＜近年の主な業務＞

○市民活動支援
・市民活動情報センター事業

○計画策定等に関する市民参加推進
・北上市総合計画策定における市民会議運営事業
・北上市都市計画マスタープラン策定支援業務
・北上市景観計画策定支援業務
・北上市自治基本条例策定支援業務

○まちづくりにおける人材育成等に関する業務
・北上市景観形成推進業務
・きたかみ震災復興ステーション事業

○地域での計画策定支援
・各地域での計画策定支援
・諏訪町商店街アーケード撤去後のプラン作成支援

＜組織概要＞
連絡先：北上市大通り1-3-1おでんせプラザぐろーぶ３Ｆ
設立：２０００年４月 専従スタッフ：４名



いわてＮＰＯ－ＮＥＴサポートと
「公共交通」の関わり

・北上市口内地区における過疎地有償運送導入に
向けた調査・社会実験のサポート

・北上市和賀町地区の乗り合いタクシーの改善・
意見交換の実施

・北上市相去地区・稲瀬地区における乗り合いタ
クシー導入に関する勉強会・住民調査の支援

・北上市５地区におけるコミュニティバス意見交
換会および利用促進支援

・まちなかバスターミナル改善支援
・横川目線等間隔ダイヤ導入に基づく利用調査・
利用促進ＰＲ
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平成２６年３月末

人口 ９３，５９４ 人

面積 ４３８ Ｋ㎡

公民館区 １６ 地区

行政区 １２５ 行政区

和賀町

江釣子村

北上市

平成3年4月3市町村合併

北上市の現状



各地区と
中心市街地の
連携・共生

交通の結節点であり、
多くの生活拠点機能、
社会基盤の整っている

中心市街地

交流の場 ： 都市機能（医療・商業・行政機関など）

活発な地域づくり・
生活拠点機能の

地域間連携

「魅力ある地域づくり」

活発で多様な地域づくり
行っているコミュニティ

⇒それぞれの花
独自の資源を活用した
住民主体の地域づくり

赤い円：

地域内でのさまざまな区単位
の連携・交流のイメージです。

それぞれの地区内にあるさま
ざまな機能を共有し、地域全体
が元気になってゆきます。

地域発：あじさい都市（北上イメージ）地域発：あじさい都市（北上イメージ）

地域コミュニティの活性化と都市基盤の連携による
持続的な「元気な地域のかたち」

１－１ 地域を支える公共交通の位置づけ



あじさい都市実現に向けた公共交通の取り組みあじさい都市実現に向けた公共交通の取り組み

乗り合いタクシー
社会実験

過疎地有償運送
に向けた取り組み

幹線交通の
検討

まちなか交通の
整理と

案内変更

アドバイザー会議で
コンパクトシティの

実現にむけた
具体策の検討

１－２ 地域を支える公共交通の検討



将来像と基本方針

“都市構造をつくる幹線交通”と
“生活を支える支線交通”が

有機的に結ばれた交通ネット

•多数の乗合を実現する幹線交通
•生活の安心を支える支線交通

行政、事業者、市民の
役割分担と

“みんなで育てる地域交通”
•庁内の連携･協議の仕組みづくり
•市民の主体的参加の枠組みづくり
•多様な主体の協働による利用促進

将来像の実現に向けた
３つの基本目標公共交通の目指す姿

取り組みの基本方針

都市構造をつくる
幹線交通の強化

路線の特性に合わせた路線の機
能整理と、広域的な視点に立った交
通ネットワークを構築する。

協働による継続的･

戦略的な利用促進の
実施

市民、事業者、行政が協働で地域
交通を企画し、運営する仕組みをつ
くる

生活を支える
支線交通の実現

庁内の連携や新しい交通手段の
検討なども行い、市民が安心して暮
らしていけるセーフティネットとしての
支線交通を実現する。
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２

３

北上市公共交通ビジョン
（平成21年度策定）

・まちなか経路の統一と
まちなかターミナル整備

・横川目線の等間隔ダイヤ化

・地域との協働による
地域生活交通の実現

・コミュニティバスの運行改善

・利用促進アクションプランに
基づく実践と効果の把握

北上市
公共交通総合連携計画

（平成22年度策定）

１－３ 地域を支える公共交通の整理







（参考）北上市の支線交通
・北上市では支線交通は地域運営方式へ
・地域づくりの単位の１６地区
・市の補助額は運行経費の上限５０％※収入と同額
・過疎地有償運送、乗り合いタクシー等の運行モードや

具体的な運用で地域のアイディアも反映できる。
※地域が収支リスクを負う可能性もある。



○まちなか交通点検

２－１ みんなで行う公共交通の改善！

平成２１年度～２４年度
に計３回。

様々な主体で構成したチーム
で「指令書」の指示通りに、
課題をクリアしていく中で公
共交通の課題を探す



２－２ 交通点検で見えてきたこと①

・サイン
・配布版時刻表
・バス停の位置
・バス停付近の段差
・バスの接続
・バスの中の掲出
・両替
・運行遅延

さまざまな課題をみんなで
共有しました。



■ 北上市中心街（さくら野）周辺の「バスのりば」
本通２丁目 本石町１丁目 新穀町

7 46 54 39 48 56 14 34 54
8 14 44 54 51 54 24
9 08 23 44 28 36 04 44
10 11 54 09 54
11 14 35 06 34
12 14 34 49 12 44
13 11 26 36 14 54
14 14 35 36 48 34
15 11 24 36 14 49
16 11 35 44 19 49
17 11 48 36 54 29 59
18 16 34 58 06 19
19 13 43 04 04

・ 中心街⇒北上駅間は

平日70便／日のバス

が運行されている。

・ 停留所が「分散」して

いるため、1時間に1
～2本運行されている

ようにしか見えない。

２－３ 交通点検で見えてきたこと②

利用方法の改善だけで
体感的な利便性は

向上する



■ 北上市の幹線路線「横川目線」

・ 横川目⇒北上駅間は

平日・片道２３便／日

が運行されている。

・ 時刻表を見ないと、

何時に走っているか

わからない。

２－４ 交通点検で見えてきたこと③

少しの工夫で
みんながもっと

乗りやすいものに

横川目 藤根十文字
江釣子ｼｮｯ
ﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ

新穀町 北上駅前

6:50 6:59 7:10 7:14 7:19
7:10 7:19 7:30 7:34 7:39
7:30 7:39 7:50 7:54 7:59
8:00 8:09 8:20 8:24 8:29
8:40 8:49 9:00 9:04 9:09
9:20 9:29 9:40 9:44 9:49
9:45 9:54 10:05 10:09 10:14

10:30 10:39 10:50 10:54 10:59
11:10 11:19 11:30 11:34 11:39
11:50 11:59 12:10 12:14 12:19
12:20 12:29 12:40 12:44 12:49
12:50 12:59 13:10 13:14 13:19
13:30 13:39 13:50 13:54 13:59
14:10 14:19 14:30 14:34 14:39
14:50 14:59 15:10 15:14 15:19
15:25 15:34 15:45 15:49 15:54
15:55 16:04 16:15 16:19 16:24
16:25 16:34 16:45 16:49 16:54
17:05 17:14 17:25 17:29 17:34
17:35 17:44 17:55 17:59 18:04
17:55 18:04 18:15 18:19 18:24
18:40 18:49 19:00 19:04 19:09



２－５ 公共交通を学ぶ

・専門家の皆さまとの勉強会によって、これまで「課題」と
して認識していなかったものが、「課題」へ

・「課題」を認識しても解決策がなかったものが、「具体的
アクション」へつながる。



発 番線 発 番線 発 番線 発 番線 発 番線

６：４０ Ｋ１ ９：０３ Ｋ６ １２：００ Ｋ７ １５：００ Ｋ１ １７：００ Ｋ４

７：００ Ｋ４ ９：１５ Ｋ７ １２：２５ Ｋ４ １５：００ Ｋ５ １７：１８ Ｋ５

７：０５ Ｋ７ ９：２０ Ｋ７ １２：３０ Ｋ１ １５：１０ Ｋ３ １７：２０ Ｋ７

７：１０ Ｋ１ ９：３０ Ｋ１ １２：３０ Ｋ３ １５：３０ Ｋ１ １７：３０ Ｋ１

７：１０ Ｋ６ ９：３８ Ｋ５ １２：４８ Ｋ５ １５：３０ Ｋ４ １７：３０ Ｋ３

７：１８ Ｋ５ ９：４０ Ｋ４ １２：５５ Ｋ４ １５：４３ Ｋ６ １７：３５ Ｋ４

７：２０ Ｋ３ １０：００ Ｋ１ １３：００ Ｋ１ １５：５０ Ｋ３ １７：４２ Ｋ５

７：２５ Ｋ４ １０：００ Ｋ３ １３：１３ Ｋ６ １６：００ Ｋ１ １７：４３ Ｋ６

７：３０ Ｋ３ １０：１３ Ｋ６ １３：１５ Ｋ７ １６：００ Ｋ４ １７：４５ Ｋ３

７：３８ Ｋ６ １０：１６ Ｋ１ １３：３０ Ｋ１ １６：００ Ｋ５ １８：００ Ｋ１

７：４０ Ｋ１ １０：３５ Ｋ４ １３：５０ Ｋ４ １６：２８ Ｋ５ １８：００ Ｋ４

７：４５ Ｋ４ １０：４０ Ｋ１ １４：００ Ｋ７ １６：３０ Ｋ１ １８：１８ Ｋ５

７：５３ Ｋ５ １０：４８ Ｋ５ １４：１３ Ｋ５ １６：３０ Ｋ４ １８：２５ Ｋ３

８：１５ Ｋ１ １１：１５ Ｋ４ １４：２０ Ｋ３ １６：３５ Ｋ３ １８：３０ Ｋ１

８：１５ Ｋ４ １１：２０ Ｋ３ １４：２０ Ｋ７ １６：４３ Ｋ６ １８：３０ Ｋ４

８：２０ Ｋ５ １１：３０ Ｋ１ １４：３０ Ｋ１ １６：４５ Ｋ７ １８：３３ Ｋ６

８：４０ Ｋ３ １１：３０ Ｋ７ １４：４０ Ｋ３ １６：４８ Ｋ５ １８：４８ Ｋ５

８：４５ Ｋ４ １１：３５ Ｋ５ １４：４０ Ｋ４ １６：５０ Ｋ２ １９：１５ Ｋ１

８：４８ Ｋ５ １１：４３ Ｋ６ １４：４３ Ｋ６ １６：５０ Ｋ３ １９：１５ Ｋ４

９：００ Ｋ１ １２：００ Ｋ４ １４：５８ Ｋ５ １７：００ Ｋ１ １９：２２ Ｋ５

発 番線 発 番線 発 番線 発 番線 発 番線

７：２０ Ｋ３ ９：３８ Ｋ５ １２：２０ Ｋ１ １４：５０ Ｋ１ １７：２０ Ｋ７

７：３３ Ｋ６ ９：４０ Ｋ１ １２：３０ Ｋ３ １５：００ Ｋ５ １７：３０ Ｋ１

７：４０ Ｋ１ ９：４０ Ｋ４ １２：４８ Ｋ５ １５：１８ Ｋ５ １７：３３ Ｋ６

７：４５ Ｋ４ １０：２０ Ｋ１ １２：５５ Ｋ４ １５：３０ Ｋ４ １７：３５ Ｋ４

７：４８ Ｋ５ １０：３５ Ｋ４ １３：００ Ｋ１ １５：３０ Ｋ１ １８：００ Ｋ４

８：１５ Ｋ４ １０：４８ Ｋ５ １３：２０ Ｋ４ １５：３０ Ｋ３ １８：０３ Ｋ５

８：２０ Ｋ５ １１：００ Ｋ１ １３：３０ Ｋ１ １５：３３ Ｋ６ １８：２０ Ｋ１

８：３０ Ｋ１ １１：１５ Ｋ４ １３：３３ Ｋ６ １６：１０ Ｋ１ １８：２５ Ｋ３

８：４０ Ｋ３ １１：３０ Ｋ７ １４：１０ Ｋ１ １６：１０ Ｋ４ １９：１５ Ｋ１

９：１０ Ｋ１ １１：３３ Ｋ６ １４：２０ Ｋ７ １６：４８ Ｋ５

９：２０ Ｋ７ １１：４０ Ｋ１ １４：２０ Ｋ４ １６：５０ Ｋ１

９：３３ Ｋ６ １２：００ Ｋ４ １４：２０ Ｋ３ １７：００ Ｋ４

バス時刻表：　土日・祝日　北上駅発　さくら野行き

北上駅（Ｋ） 北上駅（Ｋ） 北上駅（Ｋ） 北上駅（Ｋ）

北上駅（Ｋ） 北上駅（Ｋ） 北上駅（Ｋ） 北上駅（Ｋ） 北上駅（Ｋ）

北上駅（Ｋ）

バス時刻表：　平日　北上駅発　さくら野行き

３－０ まずは協働による地道なＰＲを実施



○地域で支える公共交通勉強会
（ ～みんなが安心して暮らせる公共交通の仕組みとは～ ）



○交通サインの改善
（政策企画課・県バス協会・岩手県交通と協働）



３－１ 公共交通を改善する①

・バス停の集約とまちなかルートの統一により、
「まちなかバスターミナル」がスタート



まちなかターミナル簡易路線図
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３－１ 公共交通を改善する①

・バス停の集約とまちなかルートの統一により、
「まちなかバスターミナル」がスタート



まちなかバスターミナル ⇒ 北上駅 バスダイヤ

・朝６時台～夜９時台の運行
・日中は３～８本/時間運行

本石町側 本通り側

・北上駅との連携
・まちなかの回遊

21

３－２ 公共交通を改善する②



キーワード：降車バス停と建物を挟んで反対側へ22

３－３ 公共交通を改善する③



・市内バスマップの作成・まちなか時刻表の作成

～中心市街地及び市内各所への回遊～

・電子広告システム作成

まちなかの回遊性の向上へ
まちなか及び市内各所への回
遊性の向上へ

市内各所へ回遊性の向上へ

３－４ 公共交通を改善する④



～バス待合環境の利便性向上～

・バス乗降口改修工事・ロビーチェアーの設置 ・パンフレットスタンド等の設置

「バス待合スペース」表示を行い、
安心して待つことができるス
ペースを確保

バス情報を集約的に提供
のりば案内表示し、バス停へ誘導

のりばの段差解消を実施し、高齢
者移動に対する不安を解消

３－５ 公共交通を改善する⑤



３－６ 等間隔ダイヤの実現



４－０ 利便性向上に向けた取り組みの成果

実数（人 ） 対Ｈ２３比 実数 対Ｈ２３比 実数（円 ） 対Ｈ２３比

平成２３年度 127,140 - 2.6 - 21,548,051 -

平成２４年度 125,094 98% 3.1 119% 24,724,453 115%

平成２５年度 151,184 119% 3.3 127% 26,247,790 122%

年度
輸送人員 乗車密度 運賃収入

等間隔ダイヤにより、横川目線の利用者数は増加傾向

また、石鳥谷線等も輸送人員の増加、乗車密度の増加につ
ながっている。



４－１ まとめ

・北上市において、公共交通は持続可能な
都市構造の構築のためには必要不可欠で
あることが共有されつつある。

・その中で、多様な主体による協働で、バス
はこの５年間で利便性の向上が図られた。

・専門的なサポートを受けられる状況がある
ことで、「課題認識」、「改善案の検討」
においては、各段の違いがあることを実感。









■計画の構成（体系図）



北上市内高齢化率（住所別）２０１４年４月
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地域別人口推計（※※町）

１５歳未満 １５歳～６４歳 ６５歳以上

データは２０００年から２０１０年までの国勢調査結果をもとに平均法で推計

年齢 ２０００年 ２００５年 ２０１０年 ２０１５年 ２０２０年 ２０２５年 ２０３０年 ２０３５年 ２０４０年

１５歳未満 245 217 157 122 101 88 73 58 45 -112 28%

１５歳～６４歳 1149 1035 913 782 629 535 457 393 324 -589 36%

６５歳以上 624 673 633 640 667 628 574 515 471 -162 74%

計 2,018 1,925 1,703 1,544 1,396 1,251 1,103 966 840 -863 49%

高齢化率 30.9% 35.0% 37.2% 41.5% 47.7% 50.2% 52.0% 53.3% 56.1%

２０１０年-２０４０年比較



４－１ まとめ

・北上市において、公共交通は持続可能な
都市構造の構築のためには必要不可欠で
あることが共有されつつある。

・その中で、多様な主体による協働で、バス
はこの５年間で利便性の向上が図られた。

・専門的なサポートを受けられる状況がある
ことで、「課題認識」、「改善案の検討」
においては、各段の違いがあることを実感。



４－２ まとめ② ～これから～

・これまでの取り組みをさらに進めるための
体制整備は喫緊の課題。

・その中で、事業者、市等の役割分担、そし
て市民参画の方法の改善は必要不可欠。

・ちょっとしたアクションの実践が、公共交
通を取り巻く多様な主体の成長を促す。
この仕組みづくりこそ必要！


